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長野縣諏訪湖北岸天然ガス調査報告聾
本島　公司繰　　牧野登喜男＊＊＊　牧　　眞　一＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

0n　the　Na加ral　Gas　at　the　Northem　Side　of　Lake　Suwa，Nagano　Prefec童u驚

by

Ko3i　Motojima，Tokio　Makino＆Shin’ichi　Maki

　　　Visible　gas　showings　are　recognized　at　the　southern　part　of　the　surveyed　area

（see　Fig．2）。Gas　Hows　out　from　the　water　supply　wells，which　have　a　depth　of2α’）60m．

　　　In・the　present　state，the　daily　production　of　natural　gas　is　O．1to　O．7m3per　well，

but　this　value　is　obtained　from　the　measurement　of　shallower　wells．

　　　At　the　deeper　and　the　center（southem）part　o歪the　Suwa　Basin，the　state　of　the

gas　reserve　in　the　Quεしternary　beds　is　almost　unknown．

　　　Thus，the　writers　propose　to　drill　the　test　wells　at　the1ake－side　of　the　Suwa。

要　　項

種類天然ガス地化学調査
地　域　諏訪湖北西岸平野部

　　　　面希i責糸勺20km3

調査依頼者　長野県知事，長野県資源調査研究会会長

調査期間昭和28年10月6即・ら同月13日に至る

　8日聞　　　　　　　　　　　　　　　　　・

調査者　本島公司・牧野登喜男・牧真一

　　（名古屋大学理学部小穴進也教授の指導と，同学部

　小穴研究室の松尾積士，中井信之。北海道地下資源

　調査所二聞瀬溺の各氏の助力を得た）・

目　的　諏訪盆地全域あガス賦存状況を知る。

結果岡谷’市字下浜と長地村赤砂を結ぶ湖畔地域の

　地層中にガスの存在が確認され，さらにその南東部

　における深所にガス鉱床の存在も推定しうるので，

　試掘調査を要することが判明した。

1．緒　　言

　昭和27年秋に行われた諏訪湖南岸地域の天然ガス調

査にひぎつづいて，昭和28年秋には湖北地域について

た同じく慰ヒ学誤査を実施した。、

　この調査は長野県知事および長野県資源調査研究会会

　　＊長野縣；お3ζび長野縣資源調査研號会依頼調査

　　　発表諮可昭和29年12月
　　＊＊燃料部
　＊＊寒北灘道支所

　・聯継技術部

長の申請に基づく受託調査であつて，報告書は27年度

の形式に準拠して執筆した。

　諏訪湖附近の天然ガスについては，昭和27年2月以

来，名古屋大学理学部と地質調査所とで共同研究を実施

中であるが，すでに数回の現地調査によつて各種の資料

が集まつているので，聞もなく綜合報告書として詳細な

ものが公表されるものと思われる。

　今回の調査に際しては，現地において岡斧市役所・諏

訪ガス株式会祉・岡谷南高等学校等から種々御援助をう

けた。こXに記して感謝の意を表する。

2．調　査　法

　原則として既存の墜井を利用する地下水法地化学調査

を採用した。現地調査には筆者等のほか地質調査所の水

落克氏も一部に参加し，名大小穴教授・同小穴研究室の

松尾・中井両氏，北海道地下資源調査所二間瀬氏の援助・

を得た。

　中間分析室としては岡谷市字下浜にある市役所管理の

湖山館（旧海洋道場）の一部を使用した。

　坑井所在地における測定項目嫡，

　坑井深度，口径，・気温』水温，ガス量，水量，水位，

　水色，pHl　RpH，HCO－3，遊離CO2，C1『，NO2一・

　：NO3一，水中溶存02，水中溶存CH4十N2，FeII，Fe

　tota1）P等である。

　また中間分析室における測定項目は，

　NH曝＋（空気蒸溜法による），CO2tota1（H2ガスによ

　る追出し法による），K：MnO4消費量，ギス組成すな
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第1図　諏訪湖北岸天然ガス調査図測点位置図

わちCH4，CO2，02，CnHm，N2翅の測定f冒等であ

る。

東京の実験室において目下分析中の項目は一

SO4一『，Ca＋＋，Mg＋＋　等である。

3．翻査地域

第1図に測、点位置の分布を示した通り，こρたびの調

　　　　　　　　おさち査は湖北にある岡谷市・長地村・下諏訪町の1市1町1ヵ

村にわたる束西約5km，南北約4k皿，面積約20翠m2

の地域について行われた。　この地域内に56の測点を配

列したが，各測点における調査資料は第1表にまとめら

れている。

　調査地域内には水道が比較的良く発達しており，’また

地質が難泉に適さないために，調査のためには坑井状況

の良好なものがぎわめて少なかつた。

　なお赤砂と高浜を結ぶ線以北には，調査用の良井がほ

とんどない。

4．地形および地質

　湖北の沖積平野の面積は10km2強で平野のほマ中央

を横河川が南流して諏訪湖に注ぎ，この横河川にタつて

2分された東半の平地を南流する砥川がさらに東西に2

分している。これらの川の受水面積は大略140km2で

ある。

諏訪湖の湖水は岡谷市下浜から天竜川となつて南西へ

流下する。横河川と砥川とは礫・砂および粘土を運搬し

て比較的粗粒堆積物からなる明瞭な扇状地形をつくり，

また湖中へも小さな三角洲を突出する。扇状地地形の傾

斜は，横河川の扇状地で大体水平踵離2，000mについ

て40mである。横河川と砥川とは尻無川であつて，こ

の点湖南地区にある六斗川，宮川などと大分性質が異な

り，したがつて湖岸の植物の繁茂状況や諏訪湖の底質も

相違する。　　　　　　　　　’
　平地の周辺山地を構成する岩石は，主として結晶片

岩・粘板岩・珪岩・ホルyフェルス・変朽安山岩・花縄

岩・凝灰岩・砂岩などからなり，これらは共水性の天然

ガスと密接な関連を持たないと考えられる。

　湖北地域の第四紀層に関しては，ほとんど筆者等は資

料をもつていない。た玉，僅かに信頼できる資料は，岡

谷市孚下浜におけるガスの試錐（上総掘）時に得たものだ．

けである。第2図にその資料を示したが，この図でわか

るように，当地の地層は地表下19mまでは，礫と玉石

≧を主とし，これに所々に粘土を換んでいる。それ以下一

にある19mから61mまでの地層は有機質の青灰色粘P

土を主とし，、所々に礫を挾有する。なお湖北地域におい・

ては，いままで一度もコアー・ボーリソグは行われてい、
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　第2図　岡谷市試掘井柱状図

起工昭27．12．8、竣工昭28，6．14

ないようである。

　岡谷駅南西方にある三沢には，養命酒の工場があつて

調査当時は綱式によつて作井中で，深度は185mに達

Lていたが，地層はなお依然として第四紀の湖成層に属

するものと筆者等によつて判定され，その層厚は注目す

べきものと考えられた。

　坑井の深度分布は，西部の岡谷市では30～60m，長

地村の東堀と赤砂では大略20～27mで浅く，東部の高

浜では36～213mを示し，高木ぞは約55mとなつて

いる。むろん産ガス井・用水井は第叩紀層中に掘墾され

たものである。

5。天然ガスの産欺

　天然ガスは坑口から地下水と一緒にでてくる。現在坑

ロガスの産出がみられるのは，第3図に示すように湖岸

に接近したきわめて狭い地域に限られていて，下浜にお

ける0．7m3／day／wel1が最大産ガス量である。赤砂では

日産数リヅトル～200リットル程度のガスを，深度20

m前後から産出している。

　ガス水比は下浜で大略1＝40であり，赤砂では1：

70～200程度の値を示していて，坑井深度に対する理論

ガス水比の値よりもはるかに悪い数値を示している。

　地下水を坑口から自噴している場合の水位は，非常に

まちまちであつて，岡谷市字下浜附近にある坑井では，

地表上1～2mの水位を保ち，赤砂附近では地表すれす

れの水位を示す。地下水が自噴採取できる地域は，現在

の作井技術の下にあつては，下浜の一角と赤砂および高

浜などのごく一部で，横河川の下流では水が自噴しない

といわれて“る。

　これ以外の非自噴地域では，地表面下1～5m程度の

水位を示す自由地下水を利用する。

　含ガス状況の深度方向に対する変化は，このたびの調

査結果では確実に把握されなかつた。た黛測点番号岡谷

一10では，作井中に採取した掘馨泥水中の溶存ガスリ

組成から算出した深度185mにおける坑ロガスの推定n

組成は，CH：4が53％以上であるので，この深度でもし

も坑井を完成させれば，ある程度のガスを産するであろ

うことが期待できる。

　下諏訪町字高浜（測点H－5）ではジ温泉の井戸からご

く僅かの気泡がでているが，これはほとんど窒素ガス

・で，メタンは含まれていない。成因的には上層の溶存ガ

スにとんだ地下水が，下層の温泉水によつて加熱されて

溶存ガスを放出したものと推定される化学組成を示して

いる（第1表参照）。

6．天然ガスの組成

　この地域に産する天然ガスの組成は，湖南地域で現在

開発採取しているガスに比べ，CO2とC恥とが少なく

て，N2が多い。

　下浜においてはCO2＝3．3％，CH4＝76．8％であつた

が，赤砂地区ではCO2＝0．5％±，CH4r42～64％であ
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第1表 諏　訪　湖，北　岸

測点番号・坑井所有者名

岡谷一1

ゲー2
房一3
ケー4

〃一5

マルニ産業K．K．
松屋商店
岡谷市試掘1号井

亀屋昧噌K．琴．

岡谷製氷冷蔵K．K．

〃一61金　ル　組
グー7金ノレ組社宅
ケー8高天酒店
グー9岡谷醸造：K．K．

〃一10養命酒K．K．

グr11農林省製糸試験場
〃一12岡谷塩嶺療養所
〃“一13一ノ」、　口　与　三　良5

〃一141小口光弘
長地一11南信社蚕種製作所

〃一2長地中小学校
〃一3オリン〆パスK．K．

グー4赤砂一1
〃一一2

グー3
下一1
ゲー2
グー3
H－1
ヴー2
グー3
グー4
グー5
グー6

オリソパスK．K．

土橋恭治郎
小松十蔵
小松茂蔵
松沢源太郎
　　グ昭栄製糸K．K．
初音原浅、
　　ゲ
新湯元湯
下諏訪3区
　グ
笠原一郎
〃一7旦過の湯
ゲー8小湯の湯
、ケー9城山原湯
ゲー10綿　の　湯ゲー111高木共同温泉

〃一12高浜温泉1号
多二撫論贈愚
グー15林 正広M－11毒沢の・水
〃一2鉄鉱泉源泉
〃一3神　の　湯
〃一4　　ヶ
ケー5渋　の　湯釜一・1弁天釜ズス徴

OR－1腫河下流
グー2横河（横川橋下）．＿31横河（出早雄神社の

　　　そば）
ケー4中堤の沢
〃一5横　河

靴1麟羅の小川
ヶ一3泌川（春宮のそば）
〃　一4i石底　　　　　刀i

ク　ー　5、石氏　　　　　刃i

〃一6東山田の沢

坑井深度一坑径

　m　吋
60．5
36。5

46．0

60．5

9．0

27．5
7。0

184．5

掘進中

66．5
45。0
1．5

3。0

20．0
25、0
27．5
27．0
22．0
22．0
20．0
23．5
22．0
7．5

15．5
15．5
釜9：8

110．0　7．0
3．0

20．0
71．5
5．5

54．5
213
36．5
109
115

4
4
3
4

3
3

4

4

2
11／2

坑弁年齢

　年
14
24

1
．20

88

15臼

掘進中

2
1／12

20十
3
18／12

10十
55±

11／2　40
11／2　50
1】／2，一
一　　50

2】／2

3
4
3
3
6・

36
36

17

30
26
26
30
29

孔明管

深度
　m

下端

44．2～、

　46。0
24±60．5

B．H．

B．H．

B．H．

B．H。

B．H．

B．H．

B．H．

B．H．
B．且．

B．Hl．

B．H．

B．H．

B．H．

B．H．

B．H．

B．H．

B．H．

B．H：．

B．H．

B．H．

気温
　OC
水温
　co

24．6　　　　13．1

19．7　　　12．6

22．3　　　12．9

：16．6　　．　12．4

17．6

19．1－

15．6
15．1

14．7

12．3
11．6
13．8
18．7
14．0
17．0

20．3
19．9
17．5
16。1
16．1
17。3
20．2
20．1
19。4
17．6
Ca18，0
Ca18．0

17．6
19．4
19．4
20．0
20．1
18．4
18．4

15．5
17．2
17．2
17．2
17．4

13．7

13．1

12．6
12．5

14．1

12．3
12．3
12．7
13．3
13．1
12．3

11。7
12．0
12．1
12．2
12．3
14．6
29．8
41．0
52。2
31．5
45．9
45．5．

66．5
43．8
52．0
45．4
54．8
40．2
25．3

30．8
15．3
12．3
13．4
13．7
12．3

産ガス量
m3／d

0。0

0．O

CaO．7

0．0

0．0

0．0

0．0

’あり

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

　0．0
　0．0
　0．O
CaO．00A
CaO．2
CaO。00A
　O．019
　0．00A
　O。』0

0．0

0．000A

水量
m3／d

C．P．

268T
25．8

Ca80

B．P．

6．3

C．P．

P．P．

C．P．

n．f．

P．P．

C．P．

n．f．

n．f．

．C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

45．3
Ca40
　8。62
　1．42

Ca1．O
C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

C．P．

A．：L．

C．P．
Ic．P．

A．IL．

C．P．

Ca150
Ca35

『
ガ ス水比

Ca1：36．9ト

Ca　1：20（｝・

1：74．7

註　B．H．…　　　開放型坑井 A．L．・　　・エアーリフト
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天然ガス調査一覧表
水色

無透
　ケ
淡々黄褐

無透
ケ

ゲ

ゲ

ゲ

グ

泥水
無透
　ケ

黄揚
淡灰
無透
　ゲ
　ケ
　ク

無透
　ケ

　ク

無透
　ケ
　ケ

無透
ケ

ケ

ケ

ゲ

ク

ゲ

　ゲ
淡々褐『

無透
　〃

　ク
　〃　〆

　ク
　ク

淡褐
淡茶褐

無透
　ゲ
　ケ

無透
　ゲ

ケ

’ケ

ゲ

グ

ゲ

ゲ

ゲ

ケ

ケ

pH

7．3

7．2

6．6

712

7．2

7．4

7．1

6．6

6．2

7．5

今：劃

9：1

6。5

6．5
・薯：逢

多：到

7．1
7。〇一

7．1

6．1

7．0

7．2

7．5

6．8

7．0

7。2

8．0

7．6

、7．5

7．4

7．3

8．0

2．6

3．0

2．4

2．4

3，8

6，9

7．1

7．1

7．1

7。2

7．1

7．0

5．8

RpH

7．6

7．4

6．9

7．3

7、6

7．6

7．3

6．8

6．6

6．9

7．3

7．3

6。7

6．7

6．7

6．5

7．3

7．3

7．3

7。4｝

7．3

6．6

7．6

7．5

7．6

7．4

7．5

7．6

8．0

7．7

7．8

7．6

7．6

8．1

7．6

8．0

7．3

7。3

7．3

7．3

7．3

6．7

6，8

6。9

7．2

7．1

5．8

RpH－pH

0．3

0．2

0．3

0．1

0．3

0．2

0．2

0．2

0．4

0．8

0．5

0．8

0．2

0．2
－0．3

0。1

0．2
0．2！

0．2

0．3

0，2

0．5

0．6’

0．3

0．1

0．6

0．5

0．4

o・oi
隻11
8：毒

0．3

0．0

0．4

0．2

0．2

0．2
0．1

0．1

0．1

0．0

HCO3－
bytit．

mg／」

87。5
87。5
259

75．o

116

50．0
56．2
56．2
50．o

32．5

3登2，1

1亮．。

44．8　1

37．5
37’．5

44．ケ

106
106

81．0
81．0
69。0
40。0
64。3

46．3
43．8

0．0

68，6
40．6
56．2
68．8

58。8

50．0
46．3

28．1
22，5

25。o

25．0
28．3
17．7
25．0
13．4
25．0
22．6

16．3

FreeCO2
bytit。
mg／」

　3．3
　2．2
＊90．2

　2．2

3．3

2．2

2．2

15。4
11．o

　11．O

Coゴー6．1
　19．o．
　13．0

　6．6
4．4

3．3

4．4

8．0

7．0

6．0

7．0

4．0

20．0
7．5

4．4
1．・1

CO3“18．0
　　3。3
　　2．3
　　1。1
　　1．3

CO3｝6．8

　1．11

CO3－6。1

3．3

2．2

2．2

2．2

1．1

3．3

3．3

2．2

2．2

1．3

11．o

レTota三co2mg／」

bytit。

66。4
65．3
277

56．3

86。9

38。3
42。7
55．9
47。1

34．2
　9．1
145

67．0
38．3

31．4
30．3
36．7
84．0
83．o

54」0
65．0
54。0
49．0
53．9

37．8
32．7

13．2
52．9
32．6
42．4
50．9

49．2

37．2
37．9

23．8
18．4

20．2

20．2
21．9

16．1
21．3
11．9
20．3
17．，5

byNa一．C1｝
9・ya　mgμ
meth．

48．5
51．8
191

47．2

7L7

39．6

62。9
66．7

53．3

27．0
15．7

46．3

81．6

64．5
71』2

74．7
35．1

33。0
32。7

16．5
28．4

30．6
30．7

44。0
39．0
3．6

3．6

9．7

8．5

14．7

22。8

12．2
12．5
2．4

9．4

26。o

5一．2

9．7

19、1
18．4

361

14．8
1．7

17．1
10，4
11．1

13．2
8．㌘

8．7

2．9・

3．1

　2．8

　3．5

　4．0

12．8
132『
193
249
135
219
201

308
218
232
216
243

292

22．3
20．2
69．6
13．6

12．6
8．4

9．8

2．8

2．3

3，f

3．1

2．8

4．2

5．9

3．5

3．5

4．9

4．2

4．5、

NH4÷
mgμ

0．41
0．34
3．04

0．29

0．05

0．24

0．07
0。15

2．Oo

0。16

0．06
0．04

0．31
0．09
0．0．s

O．2、旦

0．05
0．06
0．04

0．09
0。07

0．13
0．1、護

0。16
0，15
0．1b

0．12

0．14
0．21
・0，06

o．14
0．17
0．12
0．13』

0．05
0．0委

0．04

0．04
0．21

0．03
0．02
0．05
0．13
0．16

0．21

NOジ
mgμ

0．000
0．000

0．000

0．000

0．000

0．000
0．000

0．000
0．000

0。000
0．000

0．000

0．000
0．000

0．000
0．013

0．000
0．000

0．000
0．050

0．076

0．000
0．000
0．000
0．000

0．060

0．000
0．000

NO3－
mg／」

0。0

7．6

0．0

12

0．0

0．0

20±
20±

8±

0．0

0．15：士

3：±

6。5±

0．G

0．0

0．1±

5土
8：±：

6±
3±

0。0

0．0

0．2±

0．0

0．0

1．5±

1．0±

B．P．・ ・ボアーホPルポンプ C．P．・ ・渦巻ポンフo
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地質調査所月報（第6巻第5毎）

1953．10調査

測点番号 坑井所有者名

岡谷一11マルニ産業K．K．
ゲー2，松屋商店

ゲー3岡谷市試掘1号井
．二4縫囎KK．
　　1
ケー5岡谷製氷冷蔵1：K．K．

グー6
〃一7
ヴー8
ケー9
ヴー10

金ル組金ル組社宅
高天酒店
岡谷醸造KK．
養命酒K：．K．

グー11農林省製糸試験場、
ケr12岡谷塩嶺療養所
〃　一13ノ」、　口　与　三　良B

ケー14小口光弘
長地一15南信社蚕種製作所

クー2長地中小学校
ヴー3オリンノノ受スKl，K．

クー4オ、リソパスK。K．赤砂一11土橋恭治郎
クr2、小松十蔵
ケ　ー3ノ」、－松　 茂　蔵

下一1松沢源太郎ケー名　 ケ

ヴー3昭栄製糸．KK．

H－11初音原湯
グー21　　ヴ
　　リクー3、新湯元湯
ケー41下諏訪3区
クー5』　ケ

クー6笠原一郎
グー7：旦．過の湯
ケπ8「小湯の湯
ケー3城山原湯〃一10綿　の　湯
ケー11腐木共同温泉

ヴー13高浜温泉1号
グー14！　ク　　2号
・クー15：県営鱒艀化場

ヴー16林　疋広
垣一11毒沢の水
クーa鉄鉱泉源泉
ヴー3神の湯
ケー4　　〃

クr5渋の湯鉦・1弁天釜ザス徴

o乳義鶴犠川橋下）
ク＿3横河（出早雄神社の

　　　そば）
〃『一4中堤の沢

ヴー5横　河

SR－1ケー2
〃一3
〃一4
ヴー5
〃一6

赤砂部落の小川
砥川下流
砥川春宮のそば

砥　 川
砥　 川
東山田の沢

　　lDls．etcDis．021
　　CH4＋N2cc／～　ccノ言

0．Oo
・3．42

0．10

3．19

0．10．

0．10

1．84
5．0プ

0．03＊

6．01
10．5＊

2．43
425

0．07

0。20
0．20

2．62
1．87

1．50
0．63

0．50
0．70

0．21．

1．06

4．25
1．73

22．1
17．1
53』4

18．4

25．6

20．5

22．6
17．96

36．6＊

16．5
15．6＊

13。9・

17．0

39．o、

27．3
30．6

14．s
13．7

Dis．CH4
ccμ

3．1

0．0

42．8

0．2

7．7

4．8

0．1＊

0．1＊

22．3＊

0．1

0．08＊

0，0

0．0

・21．1

・Dis．N2
　etc．

　ccμ

19．0
17．1
10．6

18．2

17．9

15．7

22．5
17。8

14＝．3・

16。4
15．52

13．9
17。o

17．9

7．9　・19．4
13．5｝　　　’　16．7

0．06＊　　　　14．74笛

0．0　　，　　13．7

11．8　　0．O　 　11．8
9．37　1　　0．08＊i　　9．2g＊

0．93
11．8

12．9
9．31

14．9
16．磯

0．01＊

0．07＊

0．10
0．56

0．0

0．0

0．92協

11．73＊

12．s
8．75

14．9
16．4

十1．4
十1．76

十1．7一

一〇．6

Ca－5十

一4．3

り　　

Ca－1．0
－1．13

坑ロガス組成（Vo1．％）

CO2

3．3

±o　・一
±O　io．4
±0
±0
±：0
－3．0

　±0湖面Ca辛2・o
上

0。5

lr
に
［二

0．8
（0．9）

引CnHmlCH、i瓦

0．2

0．2

0．7

0．1

1．7
（0．2）

、0．1

0．1

0．0

0。0
（0．0）

76．7

41．9
55．7

63．7

74．O

19．7

43．7

35．7

23．5
（79．8）　（19‘1）

P．P．・…　　往復動ポンプ ＊一　一参考値（精度不良）
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訪＿

第3図　諏訪湖北岸天然ガス調査図　ガス量および　dis．CH4量分布図

つて，下浜地区のガスよりも悪い。

西方の養命酒工場（測点岡谷一10）の用水井からは，深

度180m前後で仕上げれば，おそらくCH4が53％以

上を占める坑ロガス組成を有する可燃性ガスが得られる

ものと予測する。

岡谷駅北方（測点岡谷一5および6）地区では，CH4≒

20～25％を示すことが，溶存ガスの組成から推定され

る。

弁天釜のガスは，CH4＝79．8鬼，N2＝19．1％で大略

下浜のガス組成に類似している。

7．地下水について

　この地域にある天然ガスに附随する地下水は，一般の

湖成型のものと同じで，含ガス地域においてはHCOゴ，

FeII，KMnO4消費量，遊離CO2，NH4＋などが増大し，

：NOゴ，NO3一，SO4｝，水中溶存02などは減少する。

水　量　口径2～4吋級の井戸からの自噴水量は下浜

地区で25～270m3／d，赤砂地区は1～45m3／d位である。

水温11．6・》140Cの聞にある。水温と坑井深度と

の関係は大略

　水温（・C）＝11．5＋坑井深度（m）

　　　　　　　　　35
で表わされる（温泉地域は後述する）。

　水　色　ガス・附随水はぎわめて僅か黄褐色に漕色す

る。

　P狂およびRpH　まず被圧水では，pHは湖岸で7．i

以下となる。またRpHは湖岸近くで7．3以下となり，

双方ともに湖を遠ざかると一時弱アルカリ側へ寄つてま

た中性に近づくようである。

浅層の自由地下水はpH，RpHともに弱酸性または

中性に近い値を示す。

　HCOゴおよび遊離CO2HCO3一は湖岸近くで80～’
100mg／’・以上含まれている。測点岡谷一3が最大で259

mgμを示した。周辺の自由地下水中では40～50mgノ！，

河川水では20～30mg／l前後である。遊離CO2は湖岸

で10mgμを超えるが，一般にきわめて少ない。

Ci一　きわめて少ない。下浜と赤砂の含ガス地帯では

10mg／’以下でことに少なく，それをとり囲んで10～20

mg／」α一程度となる。市街地と温泉地とにはC1』が多

いが，また測点岡谷一10における361mg／」は注目さ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
』NH4＋　全般的にぎわめて少ない。僅かに下浜で1

mg／」以上のものが1井みられた。湖岸近くにo．3mg／z

域上の井戸があるが，その分布する地域の幅も500m

前後でしかない。

承中容存02岡谷市新屋敷　下浜および赤砂附近で
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は1．Occμ以下となる。遊離ガスのみられる所におい

ては，0．0・》0．2cc／♂位でぎわめて少ない。

　水中溶存CH4前述した水中溶存酸素の少ない地域

ではかならず水中浴存’CE1が2cc／～以上現われてい

る。その分布は第3図に示す。

　水中溶存N2北部に17cc／」以下，中部にそれ以上，

湖岸でふたエびそれ以下となつていて，⑧，⑨に述べた

成分との間には，その分布状況が理論的に推定されるも

のと完全に一致している。

第2表岡谷市試掘井観測表

試料採取

観　　測

8．天然ガス鉱床論

　この地域は代表的な，ガスの低賦存力（Low　Poten・

tiality）の性状を示している。すなわち，溶存酸素から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しすれば，北部における多量地域（酸化帯）から南部におけ

るぎわめて少量な地域（第1次還元帯）とに属し，さらに

一歩進んだガス田中心部における中量地域の段階を示さ

ない。

　また水中溶存窒素ふらもやN多量（酸化帯）→多量（窒

素ガス増加帯一一第1次還元帯〉の段階がおもで，一部

やつと少量（ガス田中心部）に近づきつつあることがわか

る。

　こエのガスは質と量との間に，産状の異常は認められ

ない。

　このように考察すると，現在の地形からうかがえるよ

うに，この地区の地下水流は主として北の方面から南流

してきて，順次湖の方へ還元帯を作つているとして間違

いなさそうである。

　またこの地区においては，現在ガスのみられるのはい

ずれも第四紀層中であつて，その地域的な分布はぎわめ

て狭い。

　Lからば一地点における垂直的含ガス状況は如何とい

う疑問が生じようoとの点に関しては，遺憾ながら決i進

的なことをうかがい知ることができず1僅かに下浜にお

ける試掘井の試験結果から推察するにとどまる。すなわ

ち，まず弁天釜の天然ガスが，岡谷市の試掘井（深度61

m）の坑ロガスと類似することに第1に着目L，次いで

下浜において，昭和27年度に岡谷市役所でおろした2本

の試錐に注目した。その位置は，図上の測点岡谷一3の．

場所であつて，両井の間隔は約15mあり，深度の大き

い方の井戸（岡谷一3の井戸）が北方に位している。その

両井に関する測定結果を第2表に抜葦してみよう。水温

から判定しても，両井の水は測点岡谷一3の方が深所か

ら湧出しているとみて差支えない。そこで両者g化学成

分をみると，HCO3一・・NH4＋・KMOnl消費量・溶存酸

素・坑目ガス中のCH4％・CO2鬼等は，いずれも38

m井において大であり，溶存窒素，坑ロガス中のN2

pH
RpH
freeco2mg／J
Hco3－mg／～
c1－mg／置

NE晃＋mg／」

水温OC
SO4一一　mg／J

KMnO4cons
　mgμ
dis．02cc／J

dis．CH4cc／J
dis．N2cc／」’

鋪1
ガス量／水量

水位＊m

岡谷一3
（深度61
m）

坑　口

1953－
10月

6．6　’

6．9

90。2
277
2．4

3．04
12．9

38．3

0．10

42．3
10．6
76．7
　3．3
　0．2
19．7
Ca．0．7／

25．8
十1．76

岡谷試掘井（深度38m）

・坑　口

1952－
10－27

　6．6
　7。2

51．6
．353
　1．6

　6．35
　10．6

　3

62

　（）．63

42．1
　3．6
　86．4

　6．7
　0．2
　6．7

0．3～
o．4／Ca．1

十1．85

深度15m

1952－
10－27

6。6

7．1

54．8
376
1．6

7．6

10．7

3
64

0．92

45．3
4．8

深度35m．

1952－l
10－27

築地表面を基準とする

6．6

7．1

52．8
376
1．6

、7．8

11．9

6
46

佑等は61m井に大である。

　以上の資料から，またこXの鉱床形態からして，当然

下浜においては深度38mの所の方が，61mの部分よ

りもガスポテソシヤルが高いといえる。

◎第四紀型ガス田の周辺部では，応々にして地下ぎわめ

て浅くまでしかガスを保有していない場合がある。もし

も，前述の下浜が丁度こ＆に当つているとすれば，ガ入

の可採地域はその南方にある湖中の深部となるわけであ

る。

園

＼

　　　　　　　，坐　　　　　　　　　図、
　金　　文　　　、雌

　子出臼崎諏訪鵠場零南文一…一一一一一一一一一　　一一一r一フ　／
＼
、 ガス層ぐ一　　＋　　　プごイ酸
　　＼、　　、＼第一級ガス層　　　、，／　　　　一一寺、　　化

　　＼委ヰ：二ごンーノ帯
　　　　　　　371魏

第4図諏訪盆地における含ガス肌態模式図r

以上のことから，諏訪盆地下におけるガスの存在状況

に関する考えの一つは，第4図のようになる。

9．探鉱に関レて

　前項で考察したように，現在の産ガス地域はきわめて

狭いから，まず地域的に考えて最も適当と思われる横河1

川以西と，砥川下流においていずれも湖にできるだけ接

近させて，地質状況と含ガス状況，産ガス能力を知るた

めの試錐をうつことが望ましい。この場合の坑井深度ば
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第5図　諏訪盆地における坑井深度と坑口に影ける承温との関係図

湖南の資料から推定して，大体3GOm前後でも一応の

目的は達せられるであろう。また作井に際しては，被圧

地下水の圧力が大ぎいことに充分な考慮を払わなければ

ならない。

　もしも，稼行にたるガスが前記2地域に存在するとす

れば，湖南地区との単一開発を行わなければならない。

鎗．下諏訪温泉

諏訪盆地において，いままで筆者等が扱つた坑井にお

ける坑井深度と坑口の水温との関係を求めると，第5図

のようになる。

下諏訪温泉，高木温泉および上諏訪温泉中心部はいず

れも深度の割に高温の水を産し，高浜では水温の増加率

が小さい。岡谷市内でも最も水温が低く，上諏訪ガス田

よりも同一深度で糸勺50Cも低い。

　下諏訪・高浜の温泉はpH7．0～8．0，水温40～66．50C，

c1『＝150～300mg／zで，水温とc1一とはよく相関する。

そレてそれらは，第6図のように地域的に別々な直線上

に乗ることは，丁度水温と深度を示した第5図に似てい

て興昧深い。これらの関係から，火山活動の各段階に対

応する化学元素の変化と地熱量との関係の一端ものぞき

うるし，温泉探査に際しての地化学的方法や，浅層地温

測定による調査結果の有意性などに関連する，客観化さ

れた資料が得られる。
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第6図　温泉水中のC1一と水温との関係図
　　　×印地質調査所月報4怠4号（昭和28年9月）

　　　　に発表した論丈より引用

下諏訪温泉は1坑を除き，原湯はいずれも手掘り井

（堅坑式坑道掘り）であつて，その出湯状況もよくみられ

るが，産湯層の不規則性は上諏訪温泉の出湯地域におげ

る状況とは大分異なつているようにみうけられる。

湖北地域における温泉o影響はきわめて狭い地域に限
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られている。湖北の平野からでる水には異常水温は見当

らない。天然ガスのあり方は，一応温泉とは独立してい

る。

11．結　　語

諏訪湖北岸のガスは，下諏訪の温泉から独立して，岡

谷市字下浜・長地村字赤砂に認められるが，坑井深度は

20～60mの間にあつて，産量は1m3／d／w域下である。

　経済的には，こエのガスを探査する価値は充分にあ

る。その際には下浜東方および赤砂附近がまず考えられ

てよい試掘候補地であり，試掘井の必要坑井深度は約

300m位である。　　　　　紹和28年10月調奪）
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